
技術革新に貢献を

触
媒
工
業
協
会
会
長
（
ズ
ー
ド
ケ
ミ
ー
触
媒
社
長
）
齋
藤
　
雄
二
郎

ごあいさつ
　
触
媒
工
業
協
会
は
１
９
６
５
年
、
わ
が

国
で
触
媒
お
よ
び
触
媒
関
連
資
材
を
製
造

す
る
企
業
な
ら
び
に
そ
れ
ら
の
販
売
に
携

わ
る
企
業
に
よ
り
、
健
全
な
触
媒
工
業
の

発
展
を
促
進
す
る
目
的
で
設
立
さ
れ
ま
し

た
。
現
在
、
会
員
数
は

社
を
数
え
る
に

至
っ
て
お
り
ま
す
。

　
経
済
産
業
省
の
化
学
工
業
統
計
に
よ
る

と
、
今
年
上
期
の
わ
が
国
の
触
媒
出
荷
量

は
約
５
万
４
０
０
０

、
出
荷
金
額
は
１

５
１
０
億
円
と
な
り
ま
し
た
。
昨
年
上
期

と
比
べ
て
出
荷
量
は
３
％
、
出
荷
金
額
で

は
６
％
増
加
し
て
い
ま
す
。
下
期
は
サ
プ

ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
断
絶
か
ら
立
ち
直
っ
た

自
動
車
産
業
向
け
排
ガ
ス
浄
化
用
触
媒
の

出
荷
増
が
見
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
通
年
の

触
媒
出
荷
金
額
で
は
昨
年
を
大
幅
に
上
回

る
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　
た
だ
、
輸
入
金
額
は
昨
年
並
み
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
前
述
出
荷
金
額
の
構
成
要
素

で
あ
る
輸
出
金
額
は
８
月
ま
で
の
累
計
で

前
年
同
期
比

％
も
増
え
、
金
額
で
９
０

０
億
円
を
超
え
る
ま
で
に
な
っ
て
い
ま

す
。
触
媒
輸
出
の
増
加
は
、
日
本
の
産
業

の
空
洞
化
が
進
ん
で
い
る
こ
と
を
示
唆
し

て
い
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
ま
た
、
現

在
の
超
円
高
が
継
続
す
れ
ば
、
触
媒
の
輸

出
さ
え
早
晩
成
り
立
た
な
く
な
る
懸
念
も

あ
り
ま
す
。

　
一
方
、
需
要
面
で
は
ユ
ー
ロ
圏
の
債
務

危
機
、
米
国
経
済
の
低
迷
、
新
興
国
の
イ

ン
フ
レ
抑
制
策
な
ど
が
連
鎖
反
応
し
て
世

界
経
済
の
見
通
し
を
厳
し
い
も
の
に
し
て

い
ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
大
変
困
難
な
経
済
環
境
で

は
あ
り
ま
す
が
、
触
媒
産
業
の
果
た
す
べ

き
役
割
は
拡
大
し
て
い
る
と
思
い
ま
す
。

年
々
強
化
さ
れ
る
環
境
規
制
、
原
子
力
や

原
油
依
存
度
を
下
げ
る
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
開

発
、
付
加
価
値
を
高
め
る
原
燃
料
転
換
技

術
開
発
、
省
エ
ネ
ル
ギ
ー
や
廃
棄
物
削
減

の
技
術
開
発
な
ど
に
、
触
媒
は
な
く
て
は

な
ら
な
い
か
ら
で
す
。

　
触
媒
工
業
協
会
は
こ
れ
ら
の
変
貌
す
る

ニ
ー
ズ
や
規
制
、
技
術
革
新
、
原
料
動
向

に
関
連
す
る
情
報
を
会
員
企
業
に
提
供
し

て
い
く
と
と
も
に
、
わ
が
国
の
触
媒
産
業

の
人
材
育
成
や
啓
蒙
活
動
に
も
官
学
と
連

け
い
も
う

携
し
て
貢
献
し
て
行
く
所
存
で
す
。

産業界で大きな役割果たす産業界で大きな役割果たす

触媒工業
　
触
媒
は
化
学
反
応
を
促
進
さ
せ
る
機
能
性
材
料

・
機
能
性
製
品
で
あ
り
、
化
学
工
業
を
は
じ
め
と

す
る
各
産
業
に
お
い
て
多
種
多
様
な
触
媒
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
触
媒
は
物
質
の
合
成
、
エ
ネ
ル
ギ

ー
、
環
境
な
ど
の
応
用
分
野
で
利
用
さ
れ
、
重
要

な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
近
年
は
、
特
に
環
境

分
野
に
お
い
て
の
伸
長
が
め
ざ
ま
し
い
。
多
方
面

に
わ
た
る
用
途
先
産
業
に
お
い
て
、
今
後
、
触
媒

が
ま
す
ま
す
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

自
動
車
用
の
伸
長
顕
著

２０１０年触媒生産・出荷統計２０１０年触媒輸出入統計

中本　博美触媒工業協会　事務局長
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触
媒
工
業
は
化
学
工
業
、

石
油
化
学
工
業
、
環
境
保
全

な
ど
の
産
業
と
リ
ン
ク
し
て

発
展
し
て
い
る
。

出
荷
額
前
年
上
回
る

　
２
０
１
０
年
の
触
媒
工
業

は
経
済
産
業
省
の
生
産
・
出

荷
統
計
に
示
す
よ
う
に
、
生

産
数
量
は
約

万
１
４
０
０

前
年
比
４
％
減

、
出

荷
数
量
は
約
９
万
６
８
０
０

同
５
％
減

、
出
荷
金

額
は
約
２
８
６
８
億
円

同

％
増

で
あ
っ
た
。
生
産

・
出
荷
数
量
は
２
年
連
続
し

て
前
年
を
割
っ
た
が
、
出
荷

金
額
は
前
年
を
上
回
っ
た
。

　
数
量
の
減
少
は
最
大
用
途

の
石
油
精
製
用
、
そ
の
他
の

環
境
保
全
用
な
ど
が
振
る
わ

な
か
っ
た
こ
と
が
主
因
と
見

ら
れ
る
。
石
油
化
学
品
製
造

用
、
高
分
子
重
合
用
、
自
動

車
排
ガ
ス
浄
化
用
な
ど
は
リ

ー
マ
ン
シ
ョ
ク
後
の
回
復
の

兆
し
が
顕
著
に
見
ら
れ
て
大

き
く
伸
長
す
る
も
、
全
体
を

プ
ラ
ス
に
押
し
上
げ
る
ま
で

に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

　
出
荷
数
量
減
に
も
か
か
わ

ら
ず
、
出
荷
金
額
が
再
び
増

加
し
た
の
は
触
媒
に
使
用
さ

れ
て
い
る
貴
金
属
、
レ
ア
メ

タ
ル
な
ど
の
価
格
の
影
響
と

見
ら
れ
る
。
近
年
、
高
値
を

続
け
て
き
た
貴
金
属
や
レ
ア

メ
タ
ル
の
国
際
価
格
は
リ
ー

マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
に
大
き
く

下
落
し
た
が
、
再
び
騰
勢
を

強
め
た
。
レ
ア
メ
タ
ル
の
中

で
も
、
自
動
車
排
ガ
ス
浄
化

用
触
媒
や
石
油
精
製
用
触
媒

に
使
用
さ
れ
て
い
る
レ
ア
ア

ー
ス
は
、
全
世
界
生
産
量
の

約

％
を
占
め
て
い
る
中
国

が
生
産
・
輸
出
規
制
を
ま
す

ま
す
強
め
て
い
る
こ
と
か

ら
、
入
手
難
と
合
わ
せ
て
価

格
が
急
騰
し
て
い
る
。

分
類
別
主
要
動
向

　
触
媒
分
類
別
の
主
要
な
動

向
を
説
明
す
る
。

　

自
動
車
排
ガ
ス
浄
化
用

触
媒
は
出
荷
量
で
約
１
万
２

６
０
０

前
年
比

％

増

、
出
荷
金
額
で
約
１
８

１
３
億
円

同

％
増

で

あ
っ
た
。

　
日
本
自
動
車
工
業
会
の
統

計
に
よ
る
と
、

年
の
国
内

の
４
輪
車
生
産
台
数
は
約
９

６
３
万
台

前
年
比

％

増

で
あ
り
、
自
動
車
業
界

の
回
復
が
自
動
車
排
ガ
ス
浄

化
用
触
媒
の
動
向
を
反
映
し

て
い
る
も
の
と
見
ら
れ
る
。

　

石
油
精
製
用
触
媒
は
出

荷
量
で
約
４
万
８
９
０
０

前
年
比

％
減

、
出
荷

金
額
で
約
２
１
５
億
円

同

％
減

で
あ
っ
た
。

　
経
産
省
の
資
源
・
エ
ネ
ル

ギ
ー
統
計
に
よ
る
と
、

年

の
燃
料
油
の
生
産
量
は
約
１

億
９
６
５
５
万

同
１

％
減

。
ま
た
、
ガ
ソ
リ
ン

の
生
産
量
は
約
５
８
９
３
万

同
３
％
増

で
あ

り
、
燃
料
油
の
生
産
量
は

年
を
ピ
ー
ク
に
連
続
で
減
少

し
て
い
る
。

　
石
油
精
製
用
触
媒
に
は
水

素
化
処
理
用
と
そ
の
他
石
油

精
製
用

Ｆ
Ｃ
Ｃ
・
接
触
改

質
触
媒
な
ど

が
含
ま
れ
る

が
、
ガ
ソ
リ
ン
な
ど
の
燃
料

油
の
生
産
量
が
前
年
よ
り
増

加
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
石

油
精
製
用
触
媒
が
振
る
わ
な

か
っ
た
原
因
は
水
素
化
処
理

用
触
媒
な
ど
の
影
響
が
大
き

い
の
で
は
な
い
か
と
推
測
さ

れ
る
。

　

石
油
化
学
品
製
造
用
触

媒
は
出
荷
量
で
約
１
万
３
７

０
０

前
年
比

％

増

、
出
荷
金
額
で
約
４
６

２
億
円

同

％
増

で
あ

っ
た
。
経
産
省
の
エ
チ
レ

ン
、
プ
ロ
ピ
レ
ン
お
よ
び
そ

の
誘
導
品
の
内
需

国
産
品

出
荷
量

見
込
み
は
前
年
比

で
そ
れ
ぞ
れ
７
％
増
、

％

増
と
な
っ
て
お
り
、
石
油
化

学
品
製
造
用
触
媒
の
動
向
は

概
略
そ
れ
に
近
い
動
き
と
な

っ
て
い
る
。

　

高
分
子
重
合
用
触
媒
は

出
荷
量
が
前
年
比

％
増
で

あ
っ
た
。
経
産
省
の
化
学
工

業
統
計
に
よ
る
と

年
の
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
製
品
の
生
産
、

販
売
数
量
は
前
年
比
で
そ
れ

ぞ
れ
９
％
増
、
８
％
増
と
な

っ
て
お
り
、
高
分
子
重
合
用

触
媒
の
動
向
は
概
略
そ
れ
に

近
い
動
き
と
な
っ
て
い
る
。

　

そ
の
他
環
境
保
全
用
触

媒
に
は
脱
硝
触
媒
な
ど
が
含

ま
れ
る
が
、
前
年
比
で
出
荷

量
お
よ
び
出
荷
金
額
は
と
も

に

％
減
で
あ
っ
た
。

　
一
方
、
輸
出
に
つ
い
て

は
、
財
務
省
の
統
計
に
よ
る

と
、
数
量
で
約
４
万
８
０
０

０

前
年
比
２
％
減

、

金
額
で
約
９
５
９
億
円

同

％
増

で
あ
っ
た
。
数
量

は
前
年
よ
り
若
干
減
少
し
て

い
る
が
、
内
訳
と
し
て
は

「
担
体
付
ニ
ッ
ケ
ル
ま
た
は

そ
の
化
合
物
触
媒
」
「
担
体

付
貴
金
属
ま
た
は
そ
の
化
合

物
触
媒
」
が
増
加
、
「
担
体

付
そ
の
他
の
触
媒
」
「
担
体

な
し
」
が
減
少
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
輸
入
に
つ
い
て
は

数
量
で
約
２
万
４
０
０

前
年
比

％
増

、
金
額

で
約
５
２
５
億
円

同
６
％

増

で
あ
り
、
前
年
比
よ
り

数
量
、
金
額
と
も
に
増
加
し

て
い
る
。
内
訳
に
お
い
て
、

数
量
お
よ
び
金
額
が
大
き
く

増
加
し
て
い
る
の
が
「
そ
の

他
の
触
媒
」
、
次
い
で
「
担

体
付
白
金
触
媒
」
で
あ
る
。

新
技
術
展
開
へ

　
触
媒
が
本
質
的
に
持
つ

触
媒
力
は
化
学
工
業
な
ど

に
不
可
欠
で
あ
り
、
今
後
も

ま
す
ま
す
触
媒
の
新
技
術
開

発
・
展
開
が
期
待
さ
れ
る
と

思
わ
れ
る
。

　
ま
た
、
前
述
し
た
中
国
の

レ
ア
ア
ー
ス
生
産
・
輸
出
規

制
政
策
の
強
化
に
対
し
て
は

経
産
省
の
レ
ア
ア
ー
ス
総
合

対
策
を
は
じ
め
、
脱
中
国
を

目
指
し
た
官
民
で
の
レ
ア
ア

ー
ス
鉱
山
開
発
・
権
益
確

保
、
レ
ア
ア
ー
ス
削
減
・
代

替
技
術
開
発
の
進
展
が
望
ま

れ
る
。


